
１　予算の概要

（１）　収益的収入及び支出 （単位:千円）

令和２年度 令和元年度
対前年度
増△減

対前年度
増△減率

収 益 的 収 入 35,504,717 35,319,037 185,680 0.5%

収 益 的 支 出 33,190,262 33,325,167 △ 134,905 △ 0.4%

差　　引 2,314,455 1,993,870

（２）　資本的収入及び支出 （単位:千円）

令和２年度 令和元年度
対前年度
増△減

対前年度
増△減率

資 本 的 収 入 5,676,625 6,733,206 △ 1,056,581 △ 15.7%

資 本 的 支 出 15,179,384 14,185,971 993,413 7.0%

差　　引 △ 9,502,759 △ 7,452,765

２　業務の予定量

令和２年度 令和元年度 増△減

給 水 戸 数 755,049戸 742,521戸 12,528戸

年 間 総 配 水 量 179,726,000 181,609,200 △ 1,883,200

1 日平均配水量 492,400 496,200 △ 3,800

建設改良事業費 11,816,614千円 10,955,395千円 861,219千円

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 9,502,759千円は、当年度分消費税
   及び地方消費税資本的収支調整額 968,656千円並びに過年度分損益勘定留保資金
　8,534,103千円で補てんします。

水道事業については、「川崎市上下水道ビジョン」とその実施計画である「川崎市上下水
道事業中期計画」を平成29年3月に策定し、地震対策、老朽化対策、危機管理対策、応急給
水対策など、いつでも安心して使用することのできる水道水の安定供給や、大規模災害にお
いても必要な水道機能の確保などに向けて計画的に取り組んでいます。
令和2年度予算は、「上下水道ビジョン」や「中期計画」に基づき、予定している施策を
効率的かつ着実に推進するために必要となる予算を計上しています。
主要な建設改良事業として、浄水施設費で1,303,657千円、耐震管路等整備事業で

7,992,323千円を計上し、長沢浄水場排水処理施設の更新・耐震化や、老朽配水管等の管
路の耐震化などを実施します。

令和２年度水道事業会計予算

　令和2年3月23日、川崎市議会で令和2年度水道事業会計予算が可決されました。



３　主な事業

（単位:千円）

項　目 令和２年度

（1）主要施設の更新・耐震化事業 1,824,983

（2）送・配水管の更新・耐震化事業 11,787,488

　令和２年度では、以下のとおり事業を推進します。

備　考

○長沢浄水場排水処理施設の更新・耐
震化の推進

○重要施設への供給ルートや震災時の
被害が懸念される老朽配水管など重要
な管路の耐震化の推進
○給水器具の設置等の作業なく利用で
きる開設不要型応急給水拠点の整備
○基幹管路の二重化・ネットワーク化
の推進



４　予定損益計算書

（単位:千円）

29,932,695 28,878,006

原 水 費 877,454 給 水 収 益 24,816,969

浄 水 費 1,374,511 受託給水工事収益 3,611

受 水 費 8,024,773 その他受託工事収益 42,545

配 水 費 1,747,376 その他の営業収益 4,014,881

給 水 費 4,307,548 3,600,668

受 託 給 水 工 事 費 69,490 受取利息及び配当金 354

その他受託工事費 43,066 他 会 計 補 助 金 35,059

業 務 費 2,245,910 分 担 金 70,925

総 係 費 1,804,419 水 道 利 用 加 入 金 1,717,470

減 価 償 却 費 6,360,395 長 期 前 受 金 戻 入 767,333

資 産 減 耗 費 3,077,753 雑 収 益 1,009,527

1,154,493 3,953

支払利息及び企業債取扱諸費 1,103,676 固 定 資 産 売 却 益 10

雑 支 出 50,817 過年度損益修正益 237

91,015 長 期 前 受 金 戻 入 3,704

固 定 資 産 売 却 損 10 そ の 他 特 別 利 益 2

過年度損益修正損 91,005

10,000

予 備 費 10,000

1,294,424

32,482,627 32,482,627

当 年 度 純 利 益

営 業 外 費 用

特 別 損 失

特 別 利 益

令和2年度　川崎市水道事業予定損益計算書

費 用

（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）

金 額 金 額

営 業 費 用

営 業 外 収 益

収 益

営 業 収 益

計 計

予 備 費



５　予定貸借対照表

（単位:千円）

198,827,125 99,381,203

175,933,148 74,915,946

161,541,191 69,183,779

土 地 3,333,375
建設改良費等の財源に
充てるための企業債 69,183,779

建 物 3,203,794 648,844

構 築 物 140,951,862 5,083,323

機 械 及 び 装 置 9,797,354 退職給付引当金 5,083,323

車 両 運 搬 具 12,192 11,191,040

工具器具及び備品 360,678 3,480,862

リ ー ス 資 産 708,634
建設改良費等の財源に
充てるための企業債 3,480,862

建 設 仮 勘 定 3,173,302 348,027

2,794,063 4,559,056

地 上 権 102,173 2,318,186

施 設 利 用 権 1,613,036 61,177

電 話 加 入 権 5,392 423,732

ソ フ ト ウ ェ ア 102,110 賞 与 引 当 金 423,732

リ ー ス 資 産 202,390 13,274,217

無形固定資産仮勘定 768,962 13,274,217

11,597,894 受贈財産評価額 3,390,724

出 資 金 11,597,894 国 県 補 助 金 2,108,319

22,893,977 一般会計補助金 321,014

18,768,266 工 事 負 担 金 7,382,905

2,771,747 その他長期前受金 71,255

544,803

809,161 99,445,922

92,680,557

6,765,365

200,157

受贈財産評価額 199,406

国 県 補 助 金 751

6,565,208

当年度未処分利益剰余金 6,565,208

198,827,125 198,827,125

■　お問い合わせ先

◆水道事業会計及び工業用水道事業会計
上下水道局経営管理部財務課[水道財務］ 電　話： 044-200-3105

ＦＡＸ： 044-200-0376
Ｅメール： 80zaimu@city.kawasaki.jp

流 動 資 産

現 金 預 金

貯 蔵 品

利 益 剰 余 金

資 本 剰 余 金

令和2年度　川崎市水道事業予定貸借対照表
（令和3年3月31日）

資　産　の　部

計計

前 払 金

未 払 費 用

引 当 金

未 払 金

剰 余 金

繰 延 収 益

資 本 金

資 本

企 業 債

投資その他の資産

無 形 固 定 資 産

負 債

固 定 資 産

資　本　の　部

リ ー ス 債 務

未 収 金

預 り 金

長 期 前 受 金

企 業 債

引 当 金

有 形 固 定 資 産

負　債　の　部

資 産

固 定 負 債

リ ー ス 債 務

流 動 負 債



１　予算の概要

（１）　収益的収入及び支出 （単位:千円）

令和２年度 令和元年度
対前年度
増△減

対前年度
増△減率

収 益 的 収 入 7,907,462 7,856,368 51,094 0.7%

収 益 的 支 出 7,599,619 7,431,302 168,317 2.3%

差　　引 307,843 425,066

（２）　資本的収入及び支出 （単位:千円）

令和２年度 令和元年度
対前年度
増△減

対前年度
増△減率

資 本 的 収 入 359,232 265,770 93,462 35.2%

資 本 的 支 出 2,372,901 1,578,693 794,208 50.3%

差　　引 △ 2,013,669 △ 1,312,923

２　業務の予定量

令和２年度 令和元年度 増△減

給 水 事 業 所 数 58社 78工場 59社 79工場 △１社△1工場

年間総契約水量 188,146,550 188,738,880 △ 592,330

１ 日 当 た り の
契 約 水 量

515,470 515,680 △ 210

建設改良事業費 1,681,021千円 883,204千円 797,817千円

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 2,013,669千円は、当年度分消費税
   及び地方消費税資本的収支調整額 139,732千円、減債積立金686,880千円並びに
　過年度分損益勘定留保資金 1,187,057千円で補てんします。

工業用水道事業については、「川崎市上下水道ビジョン」とその実施計画である「川崎市
上下水道事業中期計画」を平成29年3月に策定し、地震対策、老朽化対策など、将来にわ
たり持続可能な工業用水道の実現などに向けて計画的に取り組んでいます。
令和２年度予算は、「上下水道ビジョン」や「中期計画」に基づき、予定している施策を

効率的かつ着実に推進するために必要となる予算を計上しています。
主要な建設改良事業として、浄水施設費で613,316千円、配水施設費で636,992千円

を計上し、長沢浄水場排水処理施設の更新・耐震化や老朽化した管路の更新などを実施しま
す。

令和２年度工業用水道事業会計予算

　令和2年3月23日、川崎市議会で令和2年度工業用水道事業会計予算が可決されました。



３　主な事業

（単位:千円）

項　目 令和２年度

（1）工業用水道施設の整備事業 2,217,667

　令和２年度では、以下のとおり事業を推進します。

備　考

○老朽化した管路の更新工事の推進
○長沢浄水場排水処理施設の更新・耐
震化の推進



４　予定損益計算書

（単位:千円）

6,907,695 7,031,893

原 水 費 3,446,808 給 水 収 益 7,016,718

浄 水 費 1,045,154 受 託 工 事 収 益 3,010

配 水 費 247,141 その他の営業収益 12,165

給 水 費 37,703 171,708

受 託 工 事 費 2,828 受取利息及び配当金 350

総 係 費 369,410 他 会 計 補 助 金 25,732

減 価 償 却 費 1,097,828 長 期 前 受 金 戻 入 117,281

資 産 減 耗 費 660,823 雑 収 益 28,345

118,528 30

支払利息及び企業債取扱諸費 118,267 固 定 資 産 売 却 益 10

雑 支 出 261 過年度損益修正益 10

10 長 期 前 受 金 戻 入 10

固 定 資 産 売 却 損 10

10,000

予 備 費 10,000

167,398

7,203,631 7,203,631

金 額金 額

営 業 外 収 益

当 年 度 純 利 益

令和2年度　川崎市工業用水道事業予定損益計算書
（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）

特 別 利 益

営 業 収 益

費 用 収 益

予 備 費

計 計

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失



５　予定貸借対照表

（単位:千円）

31,176,574 10,535,352

21,746,380 7,666,375

20,168,522 7,037,460

土 地 571,702
建設改良費等の財源に
充てるための企業債 7,037,460

建 物 1,902,340 35,278

構 築 物 12,053,298 593,637

機 械 及 び 装 置 4,724,390 退職給付引当金 593,637

車 両 運 搬 具 83 1,821,660

工具器具及び備品 44,925 675,805

リ ー ス 資 産 48,400
建設改良費等の財源に
充てるための企業債 675,805

建 設 仮 勘 定 823,384 18,711

1,577,858 1,055,206

地 上 権 15 6,065

施 設 利 用 権 1,457,775 4,040

電 話 加 入 権 297 61,833

ソ フ ト ウ ェ ア 100,267 賞 与 引 当 金 61,833

リ ー ス 資 産 1,014 1,047,317

無形固定資産仮勘定 18,490 1,047,317

9,430,194 受贈財産評価額 24,426

現 金 預 金 8,201,855 国 県 補 助 金 358,978

未 収 金 1,187,480 一般会計補助金 379,594

貯 蔵 品 9,444 工 事 負 担 金 284,309

前 払 金 31,415 その他長期前受金 10

20,641,222

18,085,118

2,556,104

40,714

国 県 補 助 金 40,714

2,515,390

減 債 積 立 金 221,608

当年度未処分利益剰余金 2,293,782

31,176,574 31,176,574

■　お問い合わせ先

◆水道事業会計及び工業用水道事業会計
上下水道局経営管理部財務課[水道財務］ 電　話： 044-200-3105

ＦＡＸ： 044-200-0376
Ｅメール： 80zaimu@city.kawasaki.jp

資 本 金

資 本

計

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

長 期 前 受 金

固 定 資 産

流 動 資 産

計

令和2年度　川崎市工業用水道事業予定貸借対照表
（令和3年3月31日）

負 債

固 定 負 債

企 業 債

資　産　の　部

資 産

負　債　の　部

リ ー ス 債 務

引 当 金

リ ー ス 債 務

未 払 金

預 り 金

有 形 固 定 資 産

企 業 債

未 払 費 用

無 形 固 定 資 産

引 当 金

資　本　の　部

剰 余 金

流 動 負 債

繰 延 収 益



１　予算の概要

（１）　収益的収入及び支出 （単位:千円）

令和2年度 令和元年度
対前年度
増△減

対前年度
増△減率

収 益 的 収 入 44,898,696 44,161,990 736,706 1.7%

収 益 的 支 出 40,576,643 39,987,743 588,900 1.5%

差　　引 4,322,053 4,174,247

（２）　資本的収入及び支出 （単位:千円）

令和2年度 令和元年度
対前年度
増△減

対前年度
増△減率

資 本 的 収 入 35,943,177 34,514,297 1,428,880 4.1%

資 本 的 支 出 53,902,921 53,264,850 638,071 1.2%

差　　引 △ 17,959,744 △ 18,750,553

２　業務の予定量

令和2年度 令和元年度 増△減

処　理　面　積 10,715 ha 10,713 ha 2 ha

水洗化助成戸数 57 戸 74 戸 △ 17 戸

建設改良事業費 20,237,379 千円 19,099,889 千円 1,137,490 千円

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額17,959,744千円は、当年度分消費
   税及び地方消費税資本的収支調整額1,237,571千円、減債積立金4,042,717千円
   並びに過年度分及び当年度分損益勘定留保資金12,679,456千円で補てんします。

令和2年度下水道事業会計予算

　令和2年3月23日、川崎市議会で令和2年度下水道事業会計予算が可決されました。

下水道事業については、「川崎市上下水道ビジョン」とその実施計画である「川崎市上下
水道事業中期計画」を平成29年3月に策定し、地震対策、浸水対策、老朽化対策、高度処
理、合流式下水道の改善など、大規模災害時においても必要となる下水道機能の確保や衛生
的で安全な市民生活の提供などに向けて計画的に取り組んでいます。
令和2年度予算は、「上下水道ビジョン」や「中期計画」に基づき、予定している施策を

効率的かつ着実に推進するために必要となる予算を計上しています。
主要な建設改良事業として、下水幹枝線、ポンプ場及び水処理センター等整備事業で

20,237,379千円を計上し、防災・減災、国土強靭化のための浸水対策・地震対策事業や
高度処理事業などを実施します。



３　主な事業

（単位:千円）

事業名 令和2年度

（1）防災・減災、国土強靭化のため
　 　 の浸水対策・地震対策事業

5,548,505

（2）合流式下水道改善事業 2,329,240

（3）高度処理事業 5,415,604

（4）下水道の管きょ・施設の適切な
 維持管理と老朽化対策及び
 未普及解消事業

5,765,262

　令和2年度では、以下のとおり事業を推進します。

備　考

〇令和元年台風第19号の被害を踏ま
えた短期的な対策の取組の推進
〇重点化地区の浸水対策の推進
〇局地的な浸水被害が発生している箇
所の地域特性を踏まえた対策の推進
〇重要な管きょの耐震化の推進
〇大島ポンプ場などの耐震化工事の推
進
〇麻生～等々力水処理センター間の汚
泥圧送管の二条化の推進

〇雨天時の未処理下水の放流回数削減
に向けた六郷遮集幹線の整備の推進

〇入江崎処理区における老朽管の再整
備及び未普及地域の解消の推進
〇渡田ポンプ場及び大師河原ポンプ場
の再構築や水処理センター・ポンプ場
の長寿命化対策の推進

〇等々力水処理センターの高度処理施
設の整備の推進



４　予定損益計算書

（単位:千円）

35,991,977 34,007,975

管 渠 費 1,600,643 下 水 道 使 用 料 22,138,410

ポ ン プ 場 費 1,381,086 一 般 会 計 負 担 金 11,666,505

処 理 場 費 5,672,046 受 託 事 業 収 益 82,675

水 質 指 導 費 148,321 そ の 他 営 業 収 益 22,953

受 託 事 業 費 82,675 プ ー ル 事 業 収 益 97,432

普 及 促 進 費 125,887 8,647,369

貸 付 助 成 事 業 費 21,948 受取利息及び配当金 41,485

業 務 費 1,760,347 一 般 会 計 補 助 金 1,024,890

総 係 費 1,175,835 長 期 前 受 金 戻 入 7,442,386

減 価 償 却 費 23,113,963 雑 収 益 138,608

資 産 減 耗 費 813,373 920

プ ー ル 事 業 費 95,853 固 定 資 産 売 却 益 10

3,559,770 過年度損益修正益 910

支払利息及び企業債取扱諸費 3,413,055

雑 支 出 146,715

9,362

固 定 資 産 売 却 損 10

過年度損益修正損 9,352

20,000

予 備 費 20,000

3,075,155

42,656,264 42,656,264計

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

予 備 費

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

当 年 度 純 利 益

令和2年度　川崎市下水道事業予定損益計算書
（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）

金 額 金 額費 用 収 益

計



５　予定貸借対照表

（単位:千円）

677,770,309 494,426,027

649,311,211 272,576,647

642,731,898 270,380,404

44,182,233 214,032,904

19,516,152 56,347,500

478,359,360 192,571

62,261,173 2,003,672

201,379 2,003,672

349,968 46,095,352

248,890 34,101,866

37,612,743 22,380,866

643,183 11,721,000

1,552 91,664

7,111 11,379,876

6,287 50,000

520,483 166,612

14,100 4,000

93,650 301,334

5,936,130 301,334

5,936,130 175,754,028

28,459,098 175,754,028

22,261,100 44,214,366

5,189,198 489,284

1,000,000 129,728,322

8,800 93,880

1,188,767

39,409

183,344,282

149,196,062

34,148,220

23,196,033

4,804,037

18,358,956

33,040

10,952,187

3,834,315

7,117,872

677,770,309 677,770,309

◆下水道事業会計
上下水道局経営管理部財務課[下水道財務] 電　話： 044-200-3560

ＦＡＸ： 044-200-0376
Ｅメール： 80zaimu@city.kawasaki.jp

■　お問い合わせ先

貸 方 合 計

賞 与 引 当 金

前 払 金

未 収 金

そ の 他 流 動 資 産

受贈財産評価額

借 方 合 計

現 金 預 金

当年度未処分利益剰余金

リ ー ス 債 務

繰 延 収 益

地 上 権

預 り 金

施 設 利 用 権

機 械 及 び 装 置

車両及び運搬具

投資その他の資産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

電 話 加 入 権

資 産

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

構 築 物

負 債

固 定 負 債

企 業 債

流 動 負 債

未 払 金

未 払 費 用

寄 附 金

令和2年度　川崎市下水道事業予定貸借対照表
（令和3年3月31日）

資　産　の　部 負　債　の　部

工具器具及び備品

資 本 金

リ ー ス 資 産

前 受 金

減 債 積 立 金

資 本

資　本　の　部

無形固定資産仮勘定

流 動 資 産

公債償還準備金

国 庫 補 助 金

リ ー ス 資 産

その他資本剰余金

国 庫 補 助 金

県 補 助 金

負 担 金

その他長期前受金

利 益 剰 余 金

資 本 剰 余 金

受贈財産評価額

剰 余 金

建設改良費等の財源に充
て る た め の 企 業 債

その他の企業債

退職給付引当金

建設改良費等の財源に充
て る た め の 企 業 債

その他の企業債

長 期 前 受 金

引 当 金

リ ー ス 債 務

引 当 金

企 業 債


